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報 道 機 関 各 位 

 

青森県農林水産部農林水産政策課長    

 （ 公 印 省 略 ） 

 

県及び県議会による国等への要望活動について 

 

このことについて、県内各団体からの要望等を踏まえ、令和３年産米価下落対

策等に関する要望活動を要望書の配付により行いますのでお知らせします。 

 

記 

 

１ 要望日 

令和３年 10 月 13 日（水） 

※青森県東京事務所を通じて配付 

２ 要望内容 

別添「令和３年産米価下落対策等に関する要望書」のとおり 

３ 要望先 

農林水産省（農林水産大臣ほか関係課長等） 

県関係国会議員 

４ その他 

これまでの各団体からの要望状況については別添のとおりです。 
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本県では、令和３年産米の需要に応じた作付転換を

関係機関とともに強力に進め、その目標を大きく上

回ったにもかかわらず、概算金が大幅に下落し、生産

現場からは落胆の声が上がっており、稲作農家の生産

意欲の減退はもとより、地域経済に及ぼす影響は大き

い状況にあります。 

今般の米価下落は、コロナ禍により、外食等の業務

用を中心とする米の需要の低迷や需要回復の不透明感

など全国的な状況によるもので、県の取組だけでは限

界があり、食料安全保障や多面的機能発揮の観点から

も、生産者が将来展望を持って令和４年産以降の米作

りに取り組める持続可能な政策が求められています。 

また、令和４年度予算概算要求の「新規就農者育成

総合対策」については、新たに地方負担を求める内容

となっており、財政負担などを含めた制度設計に当

たって、地方の意見を十分踏まえて進めていくことが

重要です。 

つきましては、このような状況を十分考慮いただ

き、次の事項について特段の御配慮をお願いします。 
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１ 米価下落対策について 

(1) 需要拡大対策の強化 

コロナ禍により米の需給が大幅に悪化してい

る状況を踏まえ、外食需要の回復など国内需要の

拡大対策を更に強化するほか、生活困窮者への支

援や海外向けの援助などにより、在庫の適正水準

化を図る対策を講じること 

 

(2) 需要に応じた米生産の推進 

  ① 令和３年産米の作付転換に取り組んだ生産者

に対して、当初示した配分単価で交付できるよ

う、産地交付金の国保留分を早期に配分するこ

と 

② 水田活用の直接支払交付金について、令和４

年度以降においても需要に応じた米生産への

取組が円滑に進むよう、十分な予算を確保する

こと 

③ 政府備蓄米の「県優先枠」については、これ

までの落札実績に加え、作付転換の取組状況を

踏まえるなど、意欲的な産地の買入数量を拡充

すること 

④ 実需者が当年産主食用米の生産動向を把握

できるよう、定期的に作付見込み面積の状況を

公表するとともに、速報値の公表時期を前倒し

すること 
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(3) セーフティネット対策の推進 

  ① 生産者の負担軽減と経営の安定化を図るため、

収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）の補て

ん金交付時期の前倒しや概算払の実施を検討

すること 

② 「標準的収入額」の２割を超える収入減少に

も対応できるよう、ナラシ対策の補償範囲を拡

大すること 

③ 公平性が高い「標準的収入額」を算出するた

め、コロナ禍など特殊事情により収入額が低い

年産を除外するよう、見直しを行うこと 

④ ナラシ対策の加入状況を早期に把握できる

よう、公表時期を前倒しすること 

⑤ 農業経営収入保険における令和４年の基準

収入の算定に当たって、自然災害により収入が

大幅に減少した年がある場合に適用する「収入

上昇特例」を、令和２年の新型コロナによる販

売収入減少と同様、令和３年の米価下落につい

ても適用すること 

⑥ 農業経営収入保険への速やかな加入に向け

て、新規加入に当たっては、認定農業者及び認

定新規就農者の経営改善計画や就農計画を

もって基準収入とするなど要件緩和すること 
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⑦  日本政策金融公庫の農林漁業セーフティ

ネット資金等に対する「新型コロナウイルス緊

急対応策感染症により資金繰りに著しい支障

を来している等の者に対する貸付の特例」につ

いて、令和３年１２月３１日までとなっている

適用期間を令和４年３月３１日まで延長する

こと 

 

(4) 作付転換促進・生産コスト低減対策の強化 

  ① 高齢化の進行に加え、米価下落の影響により、

今後、離農が加速することも予想されることか

ら、担い手への農地集積・集約が円滑に進むよ

う、令和４年度から予定している経営転換協力

金の交付単価や交付要件の見直しを当面延期

し、現行と同様に実施できるようにすること 

  ② 生産コスト低減に有効である農地の集約化を

促進するため、地域集積協力金の集約化タイプ

の交付要件に、機構を通じて１ha 以上の団地面

積を実現すれば交付金を交付できるように追

加するなど、交付要件を緩和すること 

③ 高収益作物への転換や生産コスト低減を一

層推進するため、水田の汎用化・畑地化や、ス

マート農業技術の導入を可能とする農地の大

区画化の実現に向けて、農業農村整備事業予算

を十分に確保すること 
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④ 水田農業の収益力向上を図るため、主食用米

から野菜等への転換や稲作の低コスト・省力化

を実現するスマート農業機械等の導入の支援

を強化すること 

 

 

２ 令和４年度予算概算要求「新規就農者育成

総合対策」について 

(1) 地方公共団体の財政負担をなくし、これまでの

「農業次世代人材投資事業」と同様、全額を国費

により措置すること 

(2) 新規就農施策の制度変更は今後十分な時間をか

けることとし、地方公共団体との協議や意見聴取

を行った上で、制度設計を進めること 

(3) 令和４年度からの新対策では、現行制度で課題

となっている地方自治体の事務負担を軽減する

措置を講じるとともに、支援の長期化に伴って生

じる事務負担を地方自治体に強いることのない

よう十分配慮すること 

(4) 資金融資から一定年数が経過した時点で、本人

の適性が農業に向かないと判断される者に対し

ては、償還金の負担軽減措置を講じるなど、個人

の意思で他の職業を選択しやすくなる機会を与

えること 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１０月１３日 

 

    青 森 県 知 事 三 村 申 吾 

 

 

 

青森県議会議長 三 橋 一 三 



○　米価下落等に関する要望一覧

要望日 要望者 要望書名称

令和3年9月14日 板柳町 2021年産米価下落に対する農家支援を求める緊急要望書

令和3年9月15日 鯵ヶ沢町議会
米価下落に対する米生産者救済のための財源確保と生産
者が生産意欲を失わないための緊急対策を求める要望書

令和3年9月16日 五所川原市議会
新型コロナウイルス感染症による米価下落に対し緊急対
策を求める意見書

令和3年9月24日 平川市議会 令和３年産米価下落対策に係る意見書

令和3年9月27日 十和田市議会 2021年産米の米価下落の対策を求める要望書

令和3年9月30日 つがる市 令和３年産米概算金下落に関する要望書

令和3年10月7日 青森県農協中央会
青森県農業協同組合中央会による令和３年産米の概算金
大幅下落に対する要望

令和3年10月7日 青森県市長会 令和３年度産米の価格下落に係る緊急要望書

令和3年10月7日 青森県町村会 令和３年産米の価格下落に係る緊急要望書

令和3年10月7日 弘前圏域市町村 令和３年産米価下落対策に係る要望

令和3年10月7日 青森県町村議会議長会 令和３年産米の価格下落に係る緊急要望書

令和3年10月12日
中南津軽郡町村議会議長
会

米価下落対策と再生産意欲の環境づくりを求める要望書

　※要望日順




